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全国初のユニバーサルツーリズム推進条例（令和５年４月１日施行）に基づき、ユニバーサルツーリズムの推進
に積極的に取り組む宿泊施設を登録・情報発信する「ひょうごユニバーサルなお宿」宣言・登録制度において、こ
のたび宣言施設（第一弾）を決定しました。
あわせて、一定の要件を満たす宣言施設を対象に、ソフト・ハード補助金の募集を開始します。

１ 宣言施設
の決定

※ハードの補助率はR6年度までの着手分が対象（万博までの２年間を重点期間として拡充）

※宣言施設の取組内容は、県公式観光サイト（HYOGOナビ）の特設ページで情報発信
https://www.hyogo-tourism.jp/universal/stay

２ 補助金の
募集開始

県が定める要件を満たす宣言施設に対してソフト対策経費・ハード整備経費を支援する補助金の
募集を開始

募集開始日

ユニバーサルツーリズムの推進に積極的に取り組むことを宣言した36施設（別紙参照）を
「ひょうごユニバーサルなお宿」宣言施設（第一弾）として決定

対象 要件 補助率 上限額

ソフト
ｲﾝﾀｰﾎﾝと連動したﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ導入、
貸出用品(ｼｬﾜｰﾁｪｱ等)の購入 等

チェックリストのクリア
項目数が
20項目以上34項目以下

1/2 30万円

ハード
①ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修設計
②ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修工事(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ有)
③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修工事(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ無)

福祉のまちづくり条例に
規定する基準と同等以上
のバリアフリー化

1/2
① 250万円
②1,800万円
③ 800万円

※詳細はホームページを参照
https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr16/universal-oyado.html



「ひょうごユニバーサルなお宿」宣言施設（第一弾）一覧

地域 宿泊施設名（所在市町） 地域 宿泊施設名（所在市町）

神戸
阪神

ANAクラウンプラザホテル神戸（神戸市） 丹波 新たんば荘（丹波篠山市）

オテルアルゴ（神戸市）

淡路

あわじ浜離宮 別荘 鐸海（南あわじ市）

神戸ベイシェラトンホテル&タワーズ（神戸市） 淡路夢泉景（洲本市）

神戸ポートピアホテル（神戸市） 海のホテル 島花（洲本市）

御所坊（神戸市） 海のホテル 島花 レジデンスヴィラ（洲本市）

兵衛向陽閣（神戸市） うめ丸（南あわじ市）

ホテル北野プラザ六甲荘（神戸市） casa carina（カーサ カリーナ）（淡路市）

ホテル 花小宿（神戸市） グランドニッコー淡路（淡路市）

ホテル若水（宝塚市） 津名ハイツ（淡路市）

六甲保養荘（西宮市） 渚の荘 花季（洲本市）

播磨

赤穂ハイツ（赤穂市） ホテルアナガ（南あわじ市）

いこいの村はりま（加西市） ホテルニューアワジ（洲本市）

絶景露天風呂の宿 銀波荘（赤穂市） ホテルニューアワジプラザ淡路島（南あわじ市）

但馬

朝野家（新温泉町） ホテルニューアワジ別邸あわじ浜離宮（南あわじ市）

佳泉郷 井づつや（新温泉町） 湊小宿 海の薫と AWAJISHIMA（南あわじ市）

城崎温泉 あさぎり荘（豊岡市） 夢海游 淡路島（洲本市）

西村屋ホテル招月庭（豊岡市） 夢泉景別荘 天原（洲本市）

ホテルシルク温泉やまびこ（豊岡市）

夕香楼しょう和（香美町）

別紙



ユニバーサルツーリズムの推進に積極的に取り組むことを宣言した宿泊施設を
県が支援し、登録・情報発信する制度を創設（令和５年度から運用開始）

宣 言

・宣言施設のうち、県が定める基準を満たす宿泊施設を登録

・県が定める要件を満たす宣言施設に対して、ユニバーサルツーリズムの推進に必要
なソフト対策経費・ハード整備経費を支援

・ユニバーサルツーリズムの推進に積極的に取り組もうとする宿泊施設の宣言を募る。

登 録

発 信
・県公式観光サイト（HYOGOナビ）で宣言施設・登録施設の取組内容を発信
・利用者の関心事である各施設の障害種別ごとの取組状況等も発信（利用者目線に
立った「見える化」）

支 援

ユニバーサルツーリズムの推進に向けた宿泊施設の取組を促進
高齢者・障害者やその支援者等が容易に情報収集できるよう取組の「見える化」

制度概要

目 的

取組促進

見える化

《参考》「ひょうごユニバーサルなお宿」宣言・登録制度 概要

【要件】①チェックリストで自施設の取組状況をチェック（チェック結果を発信）
②高齢者等に配慮した従業員向け接遇研修の実施又はUTおもてなし研修の受講

【登録基準】チェックリストのクリア項目の合計が35項目以上であること（全73項目）

※ハードの補助率はR6年度までの着手分が対象（万博までの２年間を重点期間として拡充）

対象 要件 補助率 上限額

ソフト
ｲﾝﾀｰﾎﾝと連動したﾌﾗｯｼｭﾗｲﾄ導
入、ｼｬﾜｰﾁｪｱ等の購入 等

ﾁｪｯｸﾘｽﾄのｸﾘｱ項目数が
20項目以上34項目以下

1/2 30万円

ハード
①ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修設計
②ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修工事(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ有)
③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修工事(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ無)

福祉のまちづくり条例
に規定する基準と同等
以上のバリアフリー化

1/2
① 250万円
②1,800万円
③ 800万円


